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（1）学校における防災教育のねらい
  防災教育は、様々な危険から児童生徒等の安全を確保するために行われる安全教育の一部をなすもの
である。したがって、防災教育のねらいは、「『生きる力』を育む防災教育の展開」（文科省、2013）に
したがって、以下のようにまとめられる。

　東日本大震災では、学校管理下において、教職員の適切な誘導や日常の避難訓練等の成果によって、
児童生徒等が迅速に避難できた学校があった一方、避難の判断が遅れ、多数の犠牲者が出た学校や、
下校途中や在宅中に被害に遭った児童生徒等がいた。自然災害では、想定した被害を越える災害が起
こる可能性が常にあり、自ら危険を予測し回避するために、習得した知識に基づいて的確に判断し、
迅速な行動ができる力を身に付けることが必要である。そのためには、日常生活においても状況を判
断し、最善を尽くそうとする「主体的に行動する態度」を身に付けさせることが極めて重要である。
　また、自然災害の多い我が国においては、災害後の生活、復旧、復興を支える支援者となる視点も
必要である。このためにも、上記③のねらいが重要となる。
　学校において、防災教育として必要な知識や能力等を児童生徒等に身に付けさせるためには、その
発達の段階に応じた系統的な指導が必要となる。
　本資料においては、小学校と中学校の発達の段階に合わせた防災教育の年間指導計画例や教科等に
おける展開例を示した。次に示す校種別の防災教育の重点は、前述した①～③のねらいに迫るため、
各校種ごとの ‘ つながり ’ や ‘ 学習の発展性 ’ を考慮し、児童生徒の発達段階に応じ身に付けさせたい
知識や能力の基本となる考え方の例示である。

（2）校種別の防災教育の重点
　発達の段階ごとに、必要な知識を身に付け、主体的に行動する態度や支援者としての視点を育成す
るため、具体的な指導内容に関して、次の方向が考えられる。

①自然災害等の現状、原因及び減災等について理解を深め、現在及び将来に直面する災害に
対して、的確な思考・判断に基づく適切な意思決定や行動選択ができるようにする。（知識、
思考・判断）

②地震、台風の発生等に伴う危険を理解・予測し、自らの安全を確保するための行動ができ
るようにするとともに、日常的な備えができるようにする。（危険予測、主体的な行動）

③自他の生命を尊重し、安全で安心な社会づくりの重要性を認識して、学校、家庭及び地域
社会の安全活動に進んで参加・協力し、貢献できる。（社会貢献、支援者の基盤）

１　発達の段階に応じた学校防災

障がいのある児童生徒等について

  障がいの状態、発達の段階、特性及び地域の実態等に応じて、危険な場所や状況を予測・回避
したり、必要な場合には援助を求めることができるようにする。
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幼稚園段階における防災教育の重点
安全に生活し、緊急時に教職員や保護者の指示に従い、落ち着いて素早く行動できる幼児の育成

・教師の話や指示を注意して聞き
理解する。

・日常の園生活や災害発生時の安
全な行動の仕方が分かる。

・きまりの大切さが分かる。

・安全・危険な場や危険を回避す
る行動の仕方が分かり、素早く
安全に行動する。

・危険な状況を見付けた時、身近
な大人にすぐ知らせる。

・高齢者や地域の人と関わり、自
分のできることをする。

・友達と協力して活動に取り組む。

小学校段階における防災教育の重点
日常生活の様々な場面で発生する災害の危険を理解し、安全な行動ができるようにするとともに、

他の人々の安全にも気配りできる児童の育成

・地域で起こりやすい災害や地域に
おける過去の災害について理解し、
安全な行動をとるための判断に生
かすことができる。

・被害を軽減し、災害後に役立つも
のについて理解する。

・災害時における危険を認識し日
常的な訓練等を生かして、自ら
の安全を確保することができる。

・自他の生命を尊重し、災害時及
び発生後に、他の人や集団、地
域の安全に役立つことができる。

中学校段階における防災教育の重点
日常の備えや的確な判断のもと主体的に行動するとともに、地域の防災活動や

災害時の助け合いの大切さを理解し、すすんで活動できる生徒の育成

・災害発生のメカニズムの基礎や
諸地域の災害例から危険を理解
するとともに、備えの必要性や
情報の活用について考え、安全
な行動をとるための判断に生か
すことができる。

・日常生活において知識を基に正
しく判断し、主体的に安全な行
動をとることができる。

・被害の軽減、災害後の生活を考
え備えることができる。

・災害時には危険を予測し、率先し
て避難行動をとることができる。

・地域の防災や災害時の助け合い
の重要性を理解し、主体的に活
動に参加する。

高等学校段階における防災教育の重点
安全で安心な社会づくりへの参画を意識し、地域の防災活動や災害時の支援活動において、

適切な役割を自ら判断し行動できる生徒の育成

・世界や日本の主な災害の歴史や
原因を理解するとともに、災害
時に必要な物資や支援について
考え、日常生活や災害時に適切
な行動をとるための判断に生か
すことができる。  

・日常生活において発生する可能
性のある様々な危険を予測し、
回避するとともに災害時には地
域や社会全体の安全について考
え行動することができる。 

・事前の備えや災害時の支援につ
いて考え、積極的に地域防災や
災害時の支援活動に取り組む。

知識、思考・判断 危険予測、主体的な行動 社会貢献、支援者の基盤
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（3）指導計画の基本的な考え方
　防災教育の教育課程への位置付けを明らかにし、各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等
における教育内容の重点の置き方や相互の関連を工夫したり、児童生徒等の発達の段階を考慮したり
することが重要である。その際、「生活安全」「交通安全」の内容とともに学校安全計画の内容に含め、
相互の関連性を踏まえ作成することも大切である。
　防災教育に関する指導計画は、防災教育を学校教育活動全体を通じて組織的、計画的に推進するた
めの基本計画である。したがって、防災教育のねらい、各教科、道徳、総合的な学習の時間、学級活動、
学校行事などの指導内容、指導の時期、配当時間数、安全管理との関連、地域の関係機関との連携な
どの概要について明確にした上、項目ごとに整理するなど全教職員の共通理解を図って作成すること
が求められる。

（4）指導計画作成に当たっての配慮事項
　配慮事項については、「『生きる力』を育む防災教育の展開」（文科省、2013）に記載されているが、
端的に示すと以下のようになる。なお⑫、⑬は本県独自に追加したものである。
　①　学校や地域の実態に応じて必要な指導内容等を検討し、家庭、地域社会との連携を図る。
　②　各教科等の学習を相互に関連付けるなどして、教育活動全体を通じて適切に行えるようにする。
　③　系統的・計画的な指導を行うことが大切であるが、年度途中に新たな課題が出現した場合、必

要に応じて弾力性をもたせることが必要である。（「朝の会」や「帰りの会」の活用など）
　④　避難訓練の計画については、学校の立地条件や校舎の構造等に十分考慮し、火災、地震、津波

など多様な災害を想定する。自然災害の種類やその発生メカニズム、種類や災害の規模によっ
て起こる危険や避難の方法に変化を持たせるなど、工夫することが重要である。

　⑤　防災教育の授業を実施するに当たっては、各種資料の活用、コンピュータや情報ネットワーク
を活用するなど指導方法の多様化にも努める。

　⑥　勤労の尊さや社会に奉仕する精神を培えるよう、日ごろから地域社会と連携したボランティア
活動に関する学習の場を設定できるよう検討する。

　⑦　障がいのある児童生徒について、個々の障がいの状況等に応じた指導内容や指導方法を工夫す
る。

　⑧　地域の関係機関、自主防災組織などとの情報交換及び協議を行い、実践的な防災教育の実施に
ついて検討する。

　⑨　児童生徒を地域行事に参加させるよう促すなど、日ごろから「開かれた学校づくり」に努める。
　⑩　教職員の防災に関する意識を啓発し、指導力の向上を図るため、防災教育・防災管理に関する

教職員の研修を計画し、実施する。
　⑪　防災教育の評価を多面的に行うため、教職員の評価に加え、児童生徒の自己評価も実施する。

また、外部評価の導入も積極的に検討する。
　⑫　文部科学省が、平成 26 年１月に、自然災害における関係機関の役割等に関する教育の充実につ

いて、中学校社会の地理的分野や高等学校地理歴史の地理 A、地理 B の学習指導要領解説の一
部改訂を行った趣旨を踏まえる。

　⑬　福島県教育委員会の策定した「学校教育指導の重点」や、「第６次福島県総合教育計画（改訂版）」
等も配慮する。



― 51 ―

Ⅱ

福
島
県
の
学
校
防
災
の
新
た
な
展
開

＜参考資料＞

　平成 26 年度「学校教育指導の重点」（福島県教育委員会）より

「第６次福島県総合教育計画」（改訂版）より
　“ふくしまの和 ”で奏でる、こころ豊かなたくましい人づくり

　　基本目標１　　知・徳・体のバランスのとれた、社会に貢献する自立した人間の育成
　　　施策３　子どもたちの生きる力を支える「確かな学力」を身に付けさせます

      【東日本大震災・原子力災害を経て】（一部抜粋）
      　学校において、放射線の性質や放射線からの防護等の方法など基本的な知識の普及を図るとと

もに、災害時に適切に判断して行動できるような生き抜く力の育成を図ります。
      　さらに、本県の子どもたちが将来、最先端の医学やエネルギー研究などを担えるよう理数教育

などを推進します。
      
      【今後の取組】
       ◇　防災教育の推進
      　自分たちを取り巻く身近な自然環境、災害や防災についての正しい知識を身に付けさせるとと

もに、災害発生時における危険を理解し、自ら考え判断し、行動する力を育成するなど、防災
教育の充実を図ります。

指　導　の　重　点 努　　　　力　　　　事　　　　項

１　児童生徒が主体的に行動
する態度を身に付けるた
めの計画の充実を図る。

（1）各教科等との調整を図り、防災教育に関する事項を学校安全計画や
各種指導計画に確実に位置付け、学校の全体計画を作成するなど、
防災教育に取り組む体制を整備する。

（2）児童生徒の発達の段階や地域の実情に応じて、特に重点的に指導す
べき災害の内容を示して計画を作成する。

（3）関係機関や団体等と連携を図り、学校安全計画や危険等発生時対処
要領の改善に努める。

２　児童生徒が状況に応じ、
主体的に考え判断し行動
する態度や能力を高める
ための指導の充実を図
る。 

（1）「防災教育指導資料（平成２５年度）」等を活用し、理科、社会科、
保健体育科等の教科、総合的な学習の時間や特別活動において、災
害発生のメカニズム、地域の自然環境や過去の災害等について学び、
災害に関する基本的な知識と防災に関する意識を高めるための学習
活動を工夫する。

（2）関係機関や各種団体等と連携した避難訓練を実施したり、防災マッ
プを作成したりして、より実効的な防災教育の推進に努める。

（3）保護者や地域等と連携し、登下校中や自宅など学校以外で災害に遭っ
た場合の避難の仕方、家族との待ち合わせ場所や連絡方法等、多様
な場面を想定した指導や学習の場を設定する。

３　安全で安心な社会づくり
に貢献する意識を高める
指導を工夫する。

（1）自らの安全確保だけでなく地域社会の安全にも視野を広げることが
できるよう、ボランティア活動や地域の人々との幅広い交流など、
社会貢献や社会参加に関する活動の場を工夫する。

防災教育（小・中）  
　地域の自然環境、災害や防災について正しい知識を身に付け、災害発生時における危険を理解し、
状況に応じて的確な判断の下に、自らの安全を確保するための行動ができたり、災害発生時及び事
後に、進んで他の人々や集団、地域の安全に役立つことができたりする態度及び能力を育成する。
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２　防災教育の展開（年間指導計画例）
■防災学習年間指導計画例（小学校低学年）

１学期 ２学期 ３学期

学 校 行 事 等 ○避難訓練（授業中） ○防災教室（煙体験等）
○児童引渡し訓練

○避難訓練（休み時間）

道 徳
〇生きることを喜び、生命を大切にする心をもつ。
〇幼い人や高齢者など身近にいる人に温かい心で接し、親切にする。
〇働くことのよさを感じて、みんなのために働く。

学 級 活 動
○日常生活や学習への適応及び健康安全
○災害時の正しい行動の仕方
　「地震が起こったら？」（P.58）

○休み時間の避難の仕方

児 童 会 活 動 ○異年齢集団による交流
◯災害安全に関する自主的活動への参加

国 語

○大事なことを落とさず
聞く

・先生が話す災害時に気
を付けることを集中し
て聞く。

○「私の発見」の作成
・地域探検で気付いたこ

とを「はっけんカード」
に書く。

・「はっけんカード」を
使って文章を書く。

・地域のよさや、防災に
関して学んだことを家
族に発表する。

生 活

○学校探検（1）
・地震が発生したときに学校内のいろいろな場所で、どうしたらよいのかを考える。
○安全な登下校（1）
・通学路の危険な場所を知り、安全な登下校のために気を付けることを理解する。
○季節となかよし（1）
・学校の近くの危険な場所を知り、安全に活動するために気を付けることを理解する。 
○地域探検（2）
・自分たちの身を守る物等を探したり、マップ作成を行ったりする。（P.62）
・地域で安全を守っている人について調べる。
・地域に伝わる災害に関する言い伝えを聞く。

図 画 工 作

○造形遊び
・地域探検で集めた自然

物を使った造形活動を
行う。

体 育 ○集団行動
・集合、整頓、列の増減などの行動の仕方を身に付ける。

放 射 線 教 育

○放射線等に関しての知識を得る
・放射線、放射性物質の存在を知る。
・放射線と放射能、放射性物質の違いを知る。
・身の回りや自然界の放射線を知る。
○放射線等から身を守る
・放射性物質が一度に大量に放出された場合の避難の仕方を知る。
・外部被ばくや内部被ばくをしないための生活の仕方を知る。
・放射線の人体に対する影響について知る。

※　教科等の特性により、指導すべき時期等を示した方が良いと思われる内容については、学
期の区切りを入れて記載した。また、特に順序性を問わない場合は、学期の区切りを入れず
に示している。

 ※　理科、社会科等の教科で指導学年が明確な場合や、生活科のように指導する学年が想定さ
れる場合には、（1）のように（　）内に数字で学年を記した。

【P.57 の中学校第３学年まで同様である】
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■防災学習年間指導計画例（小学校中学年）
１学期 ２学期 ３学期

学 校 行 事 等 ○避難訓練（授業中） ○防災教室（煙体験等）
○児童引渡し訓練等

○避難訓練（休み時間）

道 徳
○生命の尊さを感じ取り生命あるものを大切にする。
○相手のことを思いやり、進んで親切にする。
○働くことの大切さを知り、進んでみんなのために働く。

学 級 活 動
○日常生活や学習への適

応及び健康安全
○屋外への避難の仕方

○安全な集団行動 ○休み時間の避難の仕方
「落雷から身を守ろう」

児 童 会 活 動 ○異年齢集団による交流
○災害安全に関する自主的活動への参加

国 語

○よい聞き手になる
・災害を体験した地域の

人の話をメモの取り方
を工夫して聞く。

○研究レポートの作成
・消防士や警察、市職員

など防災に携わる人た
ちの仕事を調べレポー
トを書く。

○新聞にまとめての発表
・災害の危険について、

調べたことを新聞にま
とめ報告する。 

算 数

○整理のしかた
・けがの種類と場所について、表を用いて見やすくまとめる。
○長さをはかろう
・避難場所までの距離について、単位の変換を学ぶ。
○ぼうグラフと表
・災害による負傷者のけがの種類を棒グラフで表し、棒グラフのよさを理解する。

理 科
○身近な自然の観察（3） 
・身近な自然とその周辺の環境との関係についての考えをもつ。
○季節と生物（4） 
・身近な動物との活動や植物の成長と環境とのかかわりについての考えをもつ。

社 会

○地域社会における災害及び事故の防止
・関係機関の災害への対応や事故防止への努力について学習する。
○地域の人々の生活
・昔から今へと続く町づくりについて学習する。
・地域の発展に尽くした先人の働きや苦心について学習する。
○県の様子
・特色ある地域の人々の生活について学習する。

図 画 工 作
○造形遊び
・自然物を使った造形活

動を行う。

体 育 ○集団行動
・集合、整頓、列の増減などの行動の仕方を身に付ける。 

総合的な学習の時間

大好きなわが町→よく遊ぶ場所を友達等に紹介しよう→安全に楽しく遊べる場所
を探そう→私たちを見守ってくれている人たちを調べよう→防災マップを作ろう
→作ったマップを学校の友達等に紹介しよう。

「地域の防災マップを作ろう」（P.66）

放 射 線 教 育
低学年の内容に追加される内容
○放射線等に関しての知識を得る
・放射線の透過性について知る。
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■防災学習年間指導計画例（小学校高学年）
１学期 ２学期 ３学期

学 校 行 事 等
○避難訓練（授業中）
○宿泊訓練（防災関連設備等の学習）
○修学旅行（防災関連施設等の見学）

○防災教室（消火体験等）
○児童引渡し訓練

○避難訓練（休み時間）

道 徳
〇生命がかけがえのないものであることを知り、自他の生命を尊重する。
〇だれに対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にする。
〇働くことの意義を理解し、社会に奉仕する喜びを知って公共のために役立つことをする。

学 級 活 動
○日常生活や学習への適応及び

健康安全
○火災防止

○地域の避難場所
　「いざという時の備えは？」
	 （P.68）　

○休み時間の避難の仕方
　「突然の大雨にあったら？」

児 童 会 活 動 ○異年齢集団による交流
○災害安全に関する自主的活動への参加

国 語
○新聞記事の読み比べ
・震災について書かれた新聞を読

み比べ意見の違いを読み取る

○資料を活用した意見文の作成
・震災に関する統計資料を活用

し、意見文を書く。

○意見文の発表
・震災に関する意見文を、聞く

人の心に届くように発表する。

算 数

○単位量あたりの大きさ
・体育館の面積と避難した人の数から、１人当たりの広さを求める。
○百分率
・地震で被害を受けた学校数を調べ、全体数から割合を求める。
○量の単位のしくみ
・屋根の上の雪の重さを、1000c㎥の雪の重さをもとに、求める。

理 科

○天気の変化（5） 
・天気の変化の仕方についての

自分の考えをもつ。 
○燃焼の仕組み（6）
・ものが燃えるときには、空気

中の酸素が使われて二酸化炭
素ができることを理解する。

○天気の変化（台風）　（5）
・台風の進路による天気の変化

や台風と降雨との関係につい
ての考えをもつ

○流水のはたらき（5）
・川の増水により土地の様子が大きく

変化する場合があることを理解する。
○土地のつくりと変化（6）

○電気の利用（6） 
・身の回りには電気の性質を利

用した道具があることを理解
する。

社 会

○我が国の国土の自然などの様子（5）  
・地形や気候の概要、特色ある地域の人々の生活について学習する。
・自然災害の防止について学習する。
○我が国の情報産業や情報化した社会の様子（5）
・地震や土砂災害を即時に知らせる取組を取り上げて学習する。
○我が国の政治の働き（6） 
・地方公共団体や国による災害復旧の取組の事例を取り上げて学習する。
○世界の中の日本の役割（6） 
・国際協力の事例として災害時の救援活動を取り上げて学習する。

図 画 工 作 ・学校や地域の身近な場所に働
きかける造形活動をする。

・地域の中で気に入った風景を
描く。

体 育

○集団行動
・集合、整頓、列の増減などの

行動の仕方を身に付ける。
○心の健康
・災害時に感じるストレスや症状を

和らげるための方法について知る。

○けがの防止と手当
・災害時に起こるけがの可能性

について考える。（P.72）
・災害時のけがを防ぐための方

法について考える。
○着衣水泳

○私たちの健康を守る地域の活
動

・モニタリングポストや県民健
康調査、放射線の食に関する
調査等について知る。

家 庭

○家庭生活と家族（Ａ） 
・災害時には家族の一員として自分ができることを考える。
・災害時には、近隣の人と助け合い生きること、そのためにも、家族の一員として近隣の人と関わることを知る。
○日常の食事と調理の基礎（Ｂ） 
・災害が発生した場合は、避難場所で「炊き出し」として食事を作ることが必要になることがあることを知る。

総 合 的 な
学 習 の 時 間

ボランティア活動（私たちにできること）→ H ２３．３．１１東日本大震災について調べよう→原子力災害に
ついて調べよう→節電などエコについて自分たちのできることを考えよう→東日本大震災のボランティアに参
加した人たちの体験談から学ぼう→自分たちの学校が避難所になったとき自分たちにできることを考えよう。

放 射 線 教 育

中学年の内容に追加される内容
○放射線等に関しての知識を得る
・放射線の単位、測り方を知る。	 ・放射線の種類、性質を知る。
・放射線の利用について知る。	 ・除染の意味を知る。
○放射線等から身を守る
・情報の収集の仕方を知る。	 ・外部被ばくと内部被ばくの影響について知る。
・食物と放射線量の関係を知る。
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■防災学習年間指導計画例（中学校１学年）
１学期 ２学期 ３学期

学 校 行 事 等
○避難訓練（授業中）
○学習旅行（防災関連施設等

の見学）

○防災教室（煙体験等）
○生徒引渡し訓練 

○避難訓練（休み時間）

道 徳
○生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する。
○温かい人間愛の精神を深め、他の人々に対し思いやりの心をもつ。
○勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精神をもって、公共の福祉と社会の発展に努める。

学 級 活 動 ○適応と成長及び健康安全
「火災から身を守ろう」

○落雷の危険や風水害 ○災害への備えと協力（地域
の一員として）

生 徒 会 活 動
○異年齢集団による交流
○文化祭
○災害安全に関する自主的活動への参加

国 語
○流れを踏まえての話し合い
・災害復旧の解決策をテーマ

にバズセッションを行う。

○調べたことの報告
・自然災害や防災をテーマに

調査しレポートにまとめて発
表する。

○学習の成果の発表
・総合的な学習の時間などで

調べた防災に関する内容を
まとめ発表する。

数 学
○文字と式
・空気中を伝わる音の速さを

求める式から雷発生までの
距離を求める。

○資料の活用
・台風の特徴や傾向を資料か

ら読み取る。

理 科
○火山と地震
・火山活動や地震に伴う土地の変化の様子を理解する。
○地層の重なりと過去の変化 
・地層とその中の化石を手がかりとして過去の環境について推定する。

社 会

○世界各地の人々の生活と環境
・地球環境問題、世界各地の自然災害などテーマを決めた探究学習を行う。
○世界と比べた日本の地域的特色（自然環境）
・プレートテクトニクス、自然災害と防災への取組について学習する。
○身近な地域の歴史
・身近な地域の災害の歴史についての調査学習を行う。

美 術 ○鑑賞
・地域の美術館での鑑賞活動を通して、地域の良さを見つめる。

保 健 体 育

○欲求やストレスへの対処と
心の健康

・災害時及びその後に感じる
ストレスやその対処法につ
いて知る。

○集団行動
・集合、整頓、列の増減など

の行動の仕方を身に付ける。

技 術・ 家 庭
（ 技 術 分 野 ）
（１年〜３年）

○材料と加工に関する技術（技Ａ）
・建物に利用されている技術の、安全性の向上等を含めた社会に果たしている役割を知り、長所

や短所を考える。                                
○情報に関する技術（技Ｄ）
・情報通信ネットワークにおける基本的な情報利用の仕組み及び災害時の情報の収集や発信の方

法を知る。

総 合 的 な
学 習 の 時 間

自然の美しさや自然の恵みについて考えよう→学校周辺のフィールドワークに出かけよう（公共
施設、地形、神社・寺等）→自然の豊かさと危険性について考えよう→調べたことをレポートに
まとめよう→文化祭などで発表しよう。

放 射 線 教 育
小学校高学年の内容に追加される内容
○放射線等から身を守る
・心のケアの仕方を知る。
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■防災学習年間指導計画例（中学校２学年）
１学期 ２学期 ３学期

学 校 行 事 等
○避難訓練（授業中）
○学習旅行（防災関連施設等

の見学）

○防災教室（二次避難等）
○生徒引渡し訓練
○職場体験（防災関連設備等

の学習）

○避難訓練（休み時間）

道 徳
○生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する。
○温かい人間愛の精神を深め、他の人々に対し思いやりの心をもつ。
○勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精神をもって、公共の福祉と社会の発展に努める。

学 級 活 動
○適応と成長及び健康安全

「地震になったらどうする？」
○「災害発生状況に応じたイ

メージトレーニングをしよ
う」

○「ボランティア活動などの社
会参加」（P.80）

生 徒 会 活 動
○異年齢集団による交流
○文化祭
○災害安全に関する自主的活動への参加

国 語

○印象に残る説明 
・資料や機器を活用して、災

害に関して印象に残る発表
を行う。

○考えを深める話合い
・防災をテーマにパネルディス

カッションをし、考えを深め
る。

○学習の成果の発表
・日本の災害について新聞記

事からテーマを決めて、根
拠となる事実を示しながら
意見文を書く。

数 学
○確率
・公表されている地震発生確率

について、根拠を過去の地震
発生の記録をもとに調べる。

理 科
○気象観測・気温、湿度、気圧、風向などの変化と天気の関係を見いだす。
○天気の変化・前線の通過に伴う天気の変化の観測結果などに基づいて、その変化を暖気、寒気

と関連付けてとらえる。
○日本の気象・天気図や気象衛星画像などから日本の天気の特徴を気団と関連付けてとらえる。

社 会
○世界と比べた日本の地域的特色（資源）  
・日本の電力の問題、資源活用と環境への配慮について学習する。
○日本の諸地域
・九州の火山、阪神・淡路大震災、東日本大震災について学習する。

美 術 ○絵に表現する
・身近な風景を深く見つめ、感じ取ったことを表現する。 

保 健 体 育

○集団行動
・集合、整頓、列の増減など

の行動の仕方を身に付ける。

○自然災害による傷害の防止
・自然災害による傷害の発生

原因や二次災害の危険性に
ついて知る。

・災害発生時に傷害を防止す
る方法について考える。

○着衣水泳

○応急手当
・応急手当の方法や心肺蘇生

法について知り、実習を通
して活用できるようにする。

技 術・ 家 庭
（ 家 庭 分 野 ）
（１年〜３年）

○食生活と自立（家Ｂ）
・災害時でも生命維持のために、限られた食材・調理道具を工夫し、安全な食を摂取する方法を

考える。
○衣生活・住生活と自立（家Ｃ）
・家庭における減災・防災方法を考えたり、防災グッズを製作したりする。（P.78）

総 合 的 な
学 習 の 時 間

災害時の対応を考えよう→節電・節水などエコに取組もう→避難経路図の作成や避難場所の確認
など自分たちのできることを考えよう→学習の成果を文化祭などで発表しよう

放 射 線 教 育
１学年の内容に追加される内容
○放射線等に関しての知識を得る
・放射能の半減期と放射線量の関係を知る。
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■防災学習年間指導計画例（中学校３学年）
１学期 ２学期 ３学期

学 校 行 事 等 ○避難訓練（授業中）
○修学旅行（防災関連施設等の見学）

○防災教室（消火体験等）
○生徒引渡し訓練

○避難訓練（休み時間）

道 徳
○生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する。
○温かい人間愛の精神を深め、他の人々に対し思いやりの心をもつ。
○勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精神をもって、公共の福祉と社会の発展に努める。（P.75）

学 級 活 動
○適応と成長及び健康安全

「修学旅行先での火災から身を
守ろう」

○「我が家の危険を自己診断
しよう」 

○「我が家の防災マニュアル
を作成しよう」

○「地域に貢献できるボラン
ティア活動をしよう」

生 徒 会 活 動
○異年齢集団による交流
○文化祭
○災害安全に関する自主的活動への参加

国 語

○論理の展開を工夫した意見
文の作成

・自然環境について書かれた二
つの社説を読み比べ、論理の
展開を工夫して意見文を書く。

○課題解決に向けての話合い
・地球環境を保護することを

テーマに話し合い、「環境宣
言」の形でまとめ、社会に
発信する。

○３年間の歩みの編集
・防災や環境保護に関する学

習の成果をポートフォリオの
形で編集し、自らの歩みを
振り返る。

数 学

○相似な図形
・建物と防潮堤の写真を用い、

建物の高さが□ｍのときの
防潮堤の高さを求める。

○三平方の定理
・避難場所までの地図上の直

線距離は○ｍで、□ｍの標
高差があるとき、実際の避
難距離を求める。

理 科

○エネルギー 
・わたしたちは、水力、火力、原子力などからエネルギーを得ていることを知る。
○生物と環境
・自然環境の重要性を認識する。
○自然の恵みと災害
・自然がもたらす恵みと災害などについて調べ、自然と人間のかかわりについて考察する。（P.82）
○自然環境の保全と科学技術の利用
・自然環境の保全と科学技術の利用の在り方について科学的に考慮し、持続可能な社会をつくる

ことが重要であることを認識する。

社 会

○第一次世界大戦後の国際情勢と我が国の動き
・関東大震災の被害について学習する。
○私たちと政治
・政治参加について防災の視点から学習する。
○よりよい社会を目指して 
・「循環型社会」の形成などについてのテーマ学習を行う。

美 術

○デザインして表す
○絵に表現する。
・身近な風景を深く見つめ、感じ取ったことを表現する。
○鑑賞
・美術作品に取り入れられている自然のよさや、自然や身近な環境の中に見られる造形的な美し

さを感じ取る。 

保 健 体 育

○集団行動・集合、整頓、列
の増減などの行動の仕方を
身に付ける。

○感染症の予防  
・感染症の発生要因について知

り、避難所等での集団生活を
送る上で感染症を予防するた
めの方策について考える。

○着衣水泳 

○保健・医療機関や医薬品の
有効利用

・保健所、保健センター医療
機関の機能の有効利用につ
いて知る。

・医薬品の正しい使用法につ
いて知る。

技 術・ 家 庭
（１年〜３年）

１・２学年の内容に同じ

総 合 的 な
学 習 の 時 間

災害時の対応を考えよう→節電・節水などエコに取組もう→避難経路図の作成や避難場所の確認
など自分たちのできることを考えよう→学習の成果を文化祭などで発表しよう

放 射 線 教 育 ２学年の内容に同じ
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学級活動：「地震が起こったら？」小学校低学年
１　ねらい

２　指導計画（１時間）
　（1）地震の危険性や避難時の基本的な行動を理解する。	 （１時間）

３　展　開

４　評　価
　○　地震の恐ろしさを知り、自分の命を守るために、どのような行動をとったらよいのか決めることができたか。
５　その他
    　・準備物　「紙芝居１～３」　　　・東日本大震災の写真等

◯　地震による危険やその場に応じた安全な避難の基本的な行動を理解する。

３　防災教育の展開（指導案）

学習活動　　   ◇主な発問 指導上の留意点 　【資料】

１　地震発生時、どんな危険があるか話し合う。
　実際に経験したことや、テレビ、新聞等を通して知った

地震の災害について発表する。

２　家の中で、周りに大人の人がいないときに地震が発生
したら、どう行動するかを話し合う。

一人でいるときに地震が起こったら、どうすればいいかな。

　（1）家に一人だけでいるときに地震が起きたらどう行動
するかを考える。

　・「紙芝居１」の提示
 　◇紙芝居の中の「○○さん」なら、どう行動するかな。                                
　　①隣同士で話し合う。
　　②全体で話し合い、共有する。

　（2）命を守るためにどう行動すればよいかを確認する。
 　・「紙芝居２」の提示

３　地震発生時、命を守るために気を付けなければならな
いことを確認する。

４　学校で、周りに先生がいないときに地震が発生したら、
どう行動するかを話し合う。

　（1）休み時間や、清掃中など先生が近くにいないときに
どう行動するかを考える。

 　・「紙芝居３」の提示
　◇学校で周りに先生がいないときに地震が起きたら、ど

う行動すればいいかな。
　（2）全体で話し合い、避難の際に気をつけなければなら

ないことを確認する。

５　地震が起きたときに、特に自分がこれから気を付ける
ことをワークシートにまとめる。

 　・４つの「合い言葉」の確認をする。

○　地震が起きたときのことを思い出させ、興味・関心を
高める。

○　学校での避難訓練なども想起させたい。

○　地震の恐ろしさを確認した上で、近くに大人の人がい
ないときに地震が発生することを想定し、自分ならどう
行動するかを考えさせる。

○　【資料：紙芝居１】を提示し、自分が一人で留守番を
している状況を想像させる。

　（「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」
「飛び出してこない」を意識させられる絵を準備する。）

　例：机、椅子（座布団）、タンス、ＴＶ、窓ガラス等
　○机の下に隠れる。  　○ランドセルで頭を守る。
　○タンスが倒れるかもしれないので遠ざかる。
　○ TV や本が落ちてきそうなので離れる。
　○窓ガラスが割れたら、歩けない。
○　【資料：紙芝居２】を提示し、タンスやＴＶが倒れて

いるが、机の下に身を隠し、座布団で頭を覆い命を守っ
た様子を確認する。

○　「落ちてこない」「倒れてこない」｢移動してこない」「飛び
出してこない」を合い言葉として、命を守ることを確認する。

○　【資料：紙芝居３】を提示し、校内で一人でいる場面
を想像させる。

　○　放送や先生の指示をよく聞く。
　　（校内放送が使えないことを想定する必要もある。）
　○　避難に必要なものを確認する。（ハンカチ、帽子等）
　○　身を隠せるものがないときにどう対応するかを考える。
　○　校内の危険箇所を確認する
　○　避難経路、避難場所を確認する。
　○　避難場所に集まったら、静かにする。
　　（校庭の液状化や亀裂、台風などの悪天候のため、　　

校庭に避難できない場合も想定したい。）  

○　自分の命を守るために、先生方の指示に従うことの大切さ
を理解させるとともに、自分で危険を察知し、判断し、考え、
行動しなければならない場合があることを認識させたい。

○　終末に東日本大震災の写真、映像などを提示すること
も考えられる。（ＰＴＳＤ等に配慮する。）
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【紙芝居1】

【紙芝居2】
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【紙芝居3】

例：机、椅子（座布団）、タンス、ＴＶ、
　　窓ガラス等
◦ 机の下に隠れる。
◦ ランドセルで頭を守る。
◦ タンスが倒れるかもしれないので
   遠ざかる。
◦ TV や本が落ちてきそうなので離

れる。
◦ 窓ガラスが割れたら、歩けない。

「落ちてこない」「倒れてこない」
｢移動してこない」「飛び出してこない」
を合い言葉として、命を守ることを
確認する。

◦ 放送や先生の指示をよく聞く。
　（校内放送が使えないことを想定する
    必要もある。）
◦ 避難に必要なものを確認する。
　（ハンカチ、帽子等）
◦ 身を隠せるものがないときに
　どう対応するかを考える。
◦ 校内の危険箇所を確認する
◦ 避難経路、避難場所を確認する。
◦ 避難場所に集まったら、静かにする。
　（校庭の液状化や亀裂、台風などの悪天候の

ため、校庭に避難できない場合も想定したい。）  
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生活科：「どきどきわくわくまちたんけん」小学校低学年

１　ねらい

２　指導計画（11時間　展開例　２～11／11）
　（1）自分の町について話し合う	 （１時間）
　（2）町探検の計画をたてる	 （３時間）
　（3）町探検に行く	 （４時間）
　（4）町で見つけたことや学んだことを発表し合う	 （３時間）

３　展　開

４　評　価
　○　地域には、安全を守るための表示や標識、施設、設備があることに気付くことができたか。
　○　様々な表示等は、町の人の安全な生活に役立っていることに気付くことができたか。

５　その他
（1）本単元のねらいは、地域の人や場所に関心をもち、探検を通じていろいろな人や施設と適切にかかわり、

それらが自分たちの生活と深くかかわっていることに気付き、もっとかかわりを広げようとすることを
ねらいとしている。その中に、防災学習に関する活動も盛り込み、地域の安全を守るための防災に関す
る表示や標識、設備等について理解し、安全を考えて行動することができるように指導する。

（2）指導に当たっては、安全面の確保のために保護者や地域のボランティアの方の協力を得る。また、打
合せに関しては、活動のねらいを伝えるとともに児童や地域の実態に応じて、約束や緊急時の対応、帰
校時刻などの確認を行い、安全面に十分配慮する。

（3）参考資料
　　・学校防災のための参考資料「生きる力」を育む防災教育の展開　　文部科学省（H25. ３）

○　自分たちの住む町の公共施設を訪ねたり、調べたりすることで、住んでいる町に関心をもち、様々な
場所や人とかかわっていることに気付くことができる。

○　学校や自分たちの町を知り、いざという時に自分で判断し、行動できる力を身に付けることができる。
○　町で見つけたことや学んだことを適切に表現して伝えることができる。
○　地域の人とかかわりながら「安全」や「安心」を探し、学習したことを生かし、安全に生活することができる。

学習活動　　   ◇主な発問 教職員の支援等 　【資料】

（２／ 11 時間）
１　防災についての話を聞く。
２　防災に関する表示や標識の写真を見て、何を伝えてい

るのか考え、話し合う。
　◇モニタリングポストって何だろう。どこにあるのかな。

（３〜４／ 11 時間）
３　安全に気を付けながら活動するための約束事を話し合

わせる。　
　◇けがや事故に気を付けるために大切なことは何だろう。

（５～８／ 11 時間）
４　防災に関する表示や標識、安全な場所を探したり町の

人に聞いたりする。
　◇ここで地震が起きたらどうしたらいいかな。

（９～ 10 ／ 11 時間）
５　見つけた表示や標識、安全な場所を地図に記入し、発

表する。　

（11 ／ 11 時間）
６　友達の発表を聞いて分かったことや今後気を付けるこ

とについてワークシートにまとめる。

○　震災の時の話などをして、イメージをわかせる。
○　地域や児童の実態に応じ、児童に精神的な負担をかけ

ることのないように配慮する。
○　防災に関する身近な表示や標識の写真等を見せ、さら

に話し合いをさせることで関心や安全意識を高めさせる。
○　モニタリングポストの意味を伝え、身近な場所にある

ことに気付かせる。

○　約束や緊急時の対応、帰校時刻などの確認、保護者や
ボランティアの人の協力を得るなど安全面に十分配慮す
る。

○　防災に関する表示や標識の写真を探すだけでなく、もし地震
等が起きたときの安全な場所についても探すように助言する。

○　地域の人にインタビューをしたりすることを奨励し、積
極的に学習することができるよう支援する。【発見カード】

○　地域の防災に関する表示や標識の写真や絵や地域の
フロアーマップ等を活用し、児童がお互いに話し合いな
がら地図の作成や発表ができるように助言する。

○　「安全」や「安心」について気が付いたことを書かせる。
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社会科：「安全なくらしとまちづくり」小学校中学年

１　ねらい

２　指導計画（23 時間　19 ～ 23／23）
　（1）火事からくらしを守る（消防署の働き）	 （９時間）
　（2）事件や事故からくらしを守る（警察署の働き）	 （９時間）
　（3）自然災害からくらしを守る地域の協力活動（地域の防災活動）	 （５時間）
３　展　開

４　評　価
（1）東日本大震災のような自然災害発生時の消防署や警察署、市町村の対応や地域の人々の活動や取組について理解することができたか。
（2）地域の防災活動について関心をもち、自分たちができる取組を考えることができたか。
（3）身近な地域での災害に備えた取組について理解することができたか。
５　その他
（1）東日本大震災の写真の提示には、児童に精神的な負担をかけることのないように配慮する。
（2）東日本大震災を振り返る場合には、児童の実態に配慮する。

◯　災害や事故に備え、自治会等地域の人々と市役所や消防署、警察署、病院、水道局、電力会社、ガ
ス会社等が協力して取り組んでいることを調べ、身近な地域の防災の活動に関心をもち、そこに従事
している人々や地域の人々の工夫や努力を考えられるようにする。

学習活動　　   ◇主な発問 教職員の支援等 　【資料】

１　東日本大震災の状況や災害発生時の様子についてまとめる。
　◇東日本大震災のときの様子をまとめよう。
　・地震が起きたときどのように行動したか
　・地震で困ったこと（電気 水道 ガス 食事等）
　・地域の人々との協力（近所の人、町内会の人等）

○　東日本大震災の状況が分かる写真、被害状況の資料、
地図、新聞記事等の資料を提示する。 

○　災害発生時の様子について家の人に聞くことにより、
緊急時の行動について考えることができるようにする。

２　東日本大震災では、どんな人たちが働いてくれたか知
ることができる。

　◇東日本大震災が発生したとき、どんな人たちが働いて
くれたか考えよう。

　・全国や世界からのボランティア
　・消防署や警察署の人たち、自衛隊の人たち 
　・町内会の人たち 
　◇消防署や警察署、市役所の人に話を聞こう。
　・災害発生時の活動の様子や協力体制
　・災害時の苦労や努力 

○　全国から駆け付けた人たちが福島県のために活動して
くれたことが分かるように、写真や新聞記事を提示する。

○　見学学習時の消防署員や警察署員の話や写真、被害
状況の資料、地図、新聞記事等の資料から、災害時の活
動について具体的に知ることができるようにする。 

３　東日本大震災の他に地域でこれまで発生した地震や洪
水など自然災害の状況や概要を知る。

　◇地域に住むお年寄りに話を聞こう。
　・地域の自然災害の歴史
　・地域に伝わる自然災害にかかわる言い伝え
　・災害に備えて、気を付けなければならないこと
　◇２次災害の発生について考えよう。
　・火災、倒壊、津波

○　地域に住む方等から話を聞くことで、地域に伝わる言
い伝えや過去に起きた自然災害について知ることができ
るようにする。

○　２次災害の発生について、写真、地域の資料、地図、
ハザードマップ等の資料をもとに考えることができる。

４　自分たちのまちでは、どのように災害に備えているか調べる。
　◇地域の防災計画や防災にかかわる取組や工夫、施設に

ついて調べよう。
　・災害にかかわる施設がある場所 
　・災害に備えた協力体制や関係機関との連携
　・自治会や自主防災組織による防災訓練
　・地域の防災倉庫の管理や整備 
　・防災や日常の備えに関する呼びかけ

○　災害にかかわる施設がある場所を地図で確認できるよ
うにする。

○　防災訓練の写真や避難場所の案内表示、（モニタリン
グポスト）の写真、防災倉庫等の写真を提示し、身近な
防災のための取組について理解できるようにする。

○　地域の防災活動に関心がもてるように、より身近な写
真、地域の資料、地図、防災計画、ハザードマップ等の
資料を提示するようにする。

５　自然災害について分かったことや考えたことをもとに、自分
にできることや気を付けなければならないことを話し合う。

　◇災害が発生したとき、どんなことに気を付けるかを考えよう。
　・自然災害の種類によっての注意点（地震→津波　地震

→建物倒壊　大雪→落雪）
　・災害発生時の家族のルール作り （集合場所、連絡方法等） 
　◇東日本大震災からの復興に取り組む人々の工夫や努力

について考えよう。
　・新しい防波堤の建設、住居の建設、避難場所の設定等

○　安全なまちづくりについて、自分たちの考えを新聞や
ポターなどにまとめ、まちの人たちに提案することを通
して、地域の一員としての自覚をもって行動しようとす
る態度を養う。

○　東日本大震災から復興しようとがんばっている人やま
ちの様子を写真や新聞記事等から考え、復興に取り組む
人々の工夫や努力について考えることができるようにす
る。　　　　　　　　　　　　　　　　【ワークシート】
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総合的な学習の時間：「地域の防災マップをつくろう」小学校中学年

１　ねらい

２　指導計画（15 時間　展開例７～11／15）
　（1）Ｈ２３．３．１１の東日本大震災を振り返る。	 （２時間）
　　・当時の様子や状況、自分のとった行動、震災にあって考えたことなど
　（2）自分の住むまち（地域）を歩く。	 （４時間）
　　・地域の物的・人的資源を知る。
　（3）地域の防災マップを作る。	 （５時間）
　（4）防災マップ作りや活動を通して考えたことを話し合う。	 （２時間）
　（5）授業参観や学習発表会等で発表する。	 （２時間）
３　展　開

４　評　価
○　防災マップ作りを通して、自分の住むまち（地域）の災害の危険性について気付き、考えることができたか。

５　その他
（1）危険箇所は、他人の家に関わる物は対象外とすることを事前に知らせておく。
（2）決められた避難場所を確認するだけではなく、自分で危険だと思う場所、安全だと思う場所を考えたり、確認したりする。

○　地域の防災マップ作りを通して、自分の住むまち（地域）の災害による危険性を知り、被害を軽減しようとする意識を高める。
○　自分の住むまち（地域）の避難場所を確認し、災害時、自ら考え判断し、行動できるようにする。

学習活動　　   ◇主な発問 教職員の支援等 　【資料】

１　自分たちが住むまち（地域）で起こる災害につい
て考える。

　◇登校時に起きる災害にはどんなものがありますか。
　・地震、津波、台風、大雨、洪水、土砂崩れ、地滑り、地割れ、

校庭などの隆起、落雷、竜巻、突風、噴火、大雪など
　◇登校時にこのような災害が発生した場合、どうす

ればいいですか。
　・学校などの避難場所に避難すればいいと思うが避

難場所はどこですか。
　・近づかない方がよいと思うところはどこですか。
　・家、学校、その他の場所に自分が一人の時はどうしますか。

○　「災害発生時は平日の午前 10 時」「季節は冬」「天
気は雪」など、日時や天候、季節等の条件を設定し
て提示する。

【「ｅカレッジ」総務省消防庁ホームページ】
http://open.fdma.go.jp/e-college/

【「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育】
文部科学省（H22.3）

２　地域の防災マップ作りを通して、自分たちの住む
まち（地域）の危険性について考える。

　◇災害に備えて、自分の通学路を中心とした、防災
マップを作ろう。

　（1）自分の住むまち（地域）の地図を用意する。
　（2）自分の家と学校に印を付ける。
　（3）目安となる大きな建物等に印を付ける。
　（4）避難場所（110 番の家や津波 110 番の家を含む）

に印を付ける。
　（5）避難経路（道）に色を付ける。

○　地震の時にどうするか、どこに避難するかを話し合えるように
授業参観等を利用し、保護者等と一緒に学習できるようにする。

【地震災害に特に注意が必要な地域では、一次避難場所や二次
避難場所、避難経路等をあらかじめ地図上で把握する。】

【国土交通省気象庁ホームページ】
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/shindo/shindokai.html

【津波や洪水、土砂崩れ、地滑りの発生が予想される地
域では、過去の被害区域や避難場所、避難建物、避難
経路をあらかじめ地図上で把握する。】

【気象庁作成津波防災啓発ＤＶＤ「津波からにげる」】
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tsunami_dvd/index.html

３　保護者の協力を得て、自分の住んでいる地域（方部）
に出かけ、防災マップを作成する。

　◇各方部ごとに分かれて、防災マップを作成する。
　（1）危険箇所を地図に記入する。【落ちてくる、倒れてくる、

移動してくる、飛んでくる、津波や洪水、土砂崩れ、地
滑りの際、危険な場所や避難に適している場所、大雨の
際の側溝の状況（蓋の有無や水かさなど）や河川の氾濫
が起きやすい場所など）】を確認して地図に記入する。

　（2）地震及び津波などの避難場所の建物や周辺を確
認する。（写真撮影をする。）

　（3）過去の地震被害地域や津波被害地域、洪水の被
害地域などを確認する。

　（4）保護者との点検・確認の結果を受けて避難経路や
避難場所などを見直し、防災マップを作成する。

○　災害に関する危険箇所、危険回避の方法などを防
災マップに盛り込むようにする。

○　生活科で行った「町たんけん」などを生かすよう
にする。	 【災害から命を守るために】

		  文部科学省（H20.3）

○　撮影した避難場所や周辺の写真を方部ごとの地図
に貼ったり、過去の地震被害が大きかった地域や浸
水地域などに色を塗ったりする。

○　危険箇所を付箋紙に書いて、方部の地図に貼る。

４　各方部ごとに集まって話し合い、地域の防災マッ
プを完成する。
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防
ぼうさい

災学習　参考ガイド

地いきの防
ぼうさい

災マップをつくろう
地いき名 はん長 記ろく係 メンバー

１　登校する時に起こる災
さ い が い

害には、どんなものがありますか。

２　登校する時にこのような災
さ い が い

害が起こった場合、どうすればよいですか。

３　災
さ い が い

害に備
そ な

えて、自分の通
つ う が く ろ

学路を中心とした防
ぼ う さ い

災マップをつくろう。

①　自分の住むまち（地いき）の地図を用
よ う い

意する。
②　自分の家と学校に印

しるし

をつける。
③　目

め や す

安となる大きな建
た て も の

物などに印
しるし

をつける。
④　避

ひ な ん

難場所（１１０番の家や津
つ な み

波１１０番の家などを含
ふ く

む）に印
しるし

をつける。
⑤　避

ひ な ん け い ろ

難経路（道）に色をつける。

４　各地ごとに分かれて、防
ぼ う さ い

災マップを完
か ん せ い

成しよう。

①　危
き け ん

険な場所を地図に記
き に ゅ う

入する。
　　【物が落ちてくる、たおれてくる、移

い ど う

動してくる、飛んでくる、津
つ な み

波や洪
こ う ず い

水、土
ど し ゃ く ず

砂崩れ、地すべ
りの時、危

き け ん

険な場所や避
ひ な ん

難できる場所、大雨の時の側
そ っ こ う

溝のようす（ふたのあるなしや水かさなど）
や河

か せ ん

川の氾
は ん ら ん

濫が起きやすい場所など】をたしかめて地図に記入する。
②　地

じ し ん

震及び津
つ な み

波などの避
ひ な ん

難場所の建
た て も の

物やまわりをたしかめる。（写真をとる）
③　今までの地

じ し ん

震や津
つ な み

波で被
ひ が い

害にあった地いき、洪
こ う ず い

水の被
ひ が い

害地いきなどをたしかめる。
④　おうちの方の点けん結

け っ か

果を受けて避
ひ な ん け い ろ

難経路や避
ひ な ん

難場所などを見直し、防
ぼ う さ い

災マップをつくる。

５　各地いきごとに集まって話し合い、地いきの防
ぼ う さ い

災マップを完成する。

　◯　話し合いをスムーズに進め、防
ぼ う さ い

災マップを完成しよう。

６　学習のまとめ（学習で分かったことをまとめましょう）
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学級活動：「いざという時の備えは？」小学校中･高学年

１　ねらい

２　指導計画（１時間　展開例）
　（1）事前の指導
　　・「防災家族会議」を開き、非常時の持ち出し品や自宅付近の危険箇所などについて話し合いを行い、ワークシートに記入する。
　　・自宅付近の地図を作成する。
　（2）本時の指導
　（3）事後の指導
　　・ワークシート「防災家族会議」「防災マップ」をもとに、家族で大地震に対する備えと心構えなどを再度確認し、周知徹底する。

３　展　開

４　評　価
○　災害の際の非常持ち出し品をまとめることができ、避難経路などを記入した防災マップを作成できたか。
○　いざという時のための心構えができたか。

５　その他
（1）児童の実態を把握し、地震に対してストレスを感じる児童がいるときは、資料の内容などを十分に考

慮する。
（2）地震の規模によっては、電話が使えない場合がある。落ち着いて、まずは、自分の身の安全を確保す

ることが大切であることを理解させる。
（3）参考資料
　   ・防災教育教材「災害から命を守るために」文部科学省（H20.3）
  　 ・「地震を知ろう」文部科学省（H20.12）
	 ・小・中学校版防災教育補助教材「３．１１を忘れない」東京都教育委員会（H24.1）
  　 ・防災学習テキスト「自然災害から命を守ろう！」川崎市教育委員会（H24.12）

◯　災害の際の非常持ち出し品などについてまとめ、避難経路などを記入した「防災マップ」を作成す
るとともに、いざという時に備えようとする意識をもつことができるようにする。

学習活動　　   ◇主な発問 教職員の支援等 　【資料】

１　大地震などの資料を見て、事前に準備しておかなけれ
ばならないものがあることを知る。

　◇大地震が起きた場合、どのような準備や心構えが必
要か考えよう

　いざという時のために、どんな準備や心構えが必要
か考えよう

○　地震や自然災害の資料（映像や写真など）を準備し、
児童に提示する。	 【大地震の映像や写真】

２　計画に基づいて各家庭で「防災家族会議」を開き、危
険箇所や避難場所など話し合ったことを発表する。

　◇皆さんの家では、大地震が起きたときのために、どの
ような備えをしていますか。

　・自分の家の備えについて「防災家族会議」のワークシー
トにまとめたものを発表する。

　・非常時の持ち出し品で足りないものを記入する。

○　事前に各家庭に学習内容を周知し、協力依頼の文書を
配付しておく。

○　事前に、非常時の持ち出し品や危険箇所や避難場所な
どを調べておくよう助言をしておく。

○　家族で話し合ったことをもとに、発表させる。
		  【ワークシート：防災家族会議】

３　避難する際、どのような行動をとればよいか、
　グループごとに確かめ合う。　
　・危険な場所はどこか？
　・避難場所はどこか？
　・避難場所へ行くまでの道は安全か？　
　・避難する際に気を付けることは？　など

○　避難する際の友だちの行動は安全かどうか、確かめ合
わせる。

○　友だちの意見で参考になることをワークシートに記入
する。

○　避難場所があいまいな児童には、避難場所と道順をき
ちんと記入させる。	 【ワークシート：防災家族会議】

４　自分の家に適した「防災マップ」を作成する。
　◇友だちの意見を参考にして「防災マップ」を完成させ

よう。
　・防災マップに危険箇所などを追加し、避難場所までの

経路を記入した防災マップを作成する。

○　事前に作成した自宅付近の地図に、友だちの意見を参
考にして、「防災マップ」を作ることができるようにする。

	 【ワークシート：防災マップ】

５　いざという時の心構えをまとめ、発表する。
　◇いざという時、私のできることやしなければならない

ことをワークシートにまとめよう。
　・いざという時の心構えを考え、発表する。

○　自分の家でできること、しなければならないことを具
体的に考えさせる。	 【ワークシート：防災家族会議】

○　作成した「防災家族会議」「防災マップ」をもとに、
いざという時の避難経路や心構えなどを、帰宅してから
家族で再確認する時間をもつようにさせる。
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防災学習　ワークシート

いざという時の備えは

「防
ぼうさいかぞくかいぎ

災家族会議」をひらこう
　自

しぜんさいがい

然災害はいつ起こるか分かりません。だからこそ、いざという時のために、備
そな

えておくことが大切です。
　家族で「防災家族会議」を開き、どのように災害に備えるか話し合いましょう。

※友達の参
さんこういけん

考意見

◎私のできること、しなくてはならないこと

◯非
ひじょうじ

常時の持ち出し品
ひん

	 ◯家の近くで、危
きけん

険な場所の確
かくにん

認
◯避

ひな ん ば し ょ

難場所の確認	 ◯避難場所までの避
ひな ん け い ろ

難経路
◯いざというとき、私のできること、しなければならないこと

「防災家族会議」

　　 年　　 組　　 番　 名前　　　　　　　　　　　　　

【非
ひじょうじ

常時の持ち出し品リスト】

【自宅付近の地図をもとに考えよう】
◯家の近くで危険な場所
◯避

ひ な ん ば し ょ

難場所
◯避難場所までの避

ひ な ん け い ろ

難経路
◯その他話し合ったこと

家族で話し合った内容
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防災学習　ワークシート

「防災マップ」を作成しよう

　大地震が発
はっせい

生すると、建
たてもの

物が倒れ火災が起
お

こることが予想されます。家の周
まわ

りの危険な
場所や避難場所を調べて防災マップをつくり、災害に備

そな

えましょう。

１　自分の家をわかるように書く。
２　目印になる学校や建物や大きな道路を書く。
３　避

ひなん

難場所に印をつける。
４　危険な場所には、何が危険か具

ぐたいてき

体的に書き込む。

作り方のポイント

※家の周りの危険な場所をチェック
・大きな看

かんばん

板や電柱	 ・ブロック塀
べい

などがあるところ	 ・車の多い通り
・大きなガラス窓	 ・工事中の場所	 ・海や川の近く
・土

どしゃくず

砂崩れの危
きけんせい

険性がある場所　　　・川や池、がけのある場所

※ 例を参考に作成して防災マップを作り、上にはってみよう。

（参考例）

防災マップをもとに、
家族ともう一度災

さいがい

害に
対する備えについて、
話し合いましょう。

⎫
｜
⎬
｜
⎭

我が家の「防災マップ」

 　年　　組　　番　名前　　　　　　　　　　　　　
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 　年　　組　　番　名前　　　　　　　　　　　　　

伝 言 の 録 音 方 法

伝 言 の 録 音 方 法

1 7 1 をおす
▼

録
ろくおん

音の場合 1
▼

電話番号（◯◯◯）◯◯◯ - ◯◯◯◯

1 7 1 をおす
▼

再
さいせい

生の場合 2
▼

電話番号（◯◯◯）◯◯◯ - ◯◯◯◯

防災学習　資料

災
さいがいようでんごん

害用伝言ダイヤル（１７１）の使い方を知ろう

　大
だ い じ し ん

地震が起きて電話がつながりにくいときは、家族を無
ぶ じ

事に伝えたり、避
ひ な ん

難場所を連
れんらく

絡
するために、「１７１（イナイ）災害用伝言ダイヤル」を使うことができます。

　被
ひ さ い ち

災地内の人も、被災地外の人も被災地の人の電話番号を市
しがいきょくばん

外局番からダイヤルします。
　一

いっぱんかにゅうでんわ

般加入電話（ダイヤル式・プッシュ式）、公衆電話、携
けいたい

帯電話、ＰＨＳ（共に一部
事
じぎょうしゃ

業者を除
のぞ

く）から利
り よ う

用できます。

　災害用伝言ダイヤル
は、１回 30 秒まで録音
できます。ところが、10
回より多く録音すると、
一番前の録

音から消えていきます。
　録

ろくおん

音するときは、先にど
んなことを言うか、考えて
から使いましょう。

災害用伝言ダイヤルを
練習できる日があります！

●毎月１日と 15 日	 （00:00 〜 24:00）
●１月１日〜１月３日	 （00:00 〜 24:00）
●防

ぼうさい

災とボランティア週間
	 （１月 15 日 9:00 〜１月 21 日 17:00）
●防災週間（８月 30 日 9:00 〜９月５日 17:00）

〈練習してみよう〉　　30 秒以内でどんなことを言うか、考えてみましょう。
【例えば】◯◯です。元気です。お兄さんはまだ帰ってきてません。これから、となりの家のお

ばあさんと一緒に、△△小学校の体育館に避難します。

【ここに書いてみましょう】

災害用伝言ダイヤルのかけかた
1 「１」「７」「１」を押す。
2 説明を聞く。
3 録音する時は「１」をおす。
　 話を聞く（再生する）ときは
　 「２」をおす。
4 自分の家の電話番号を
　 市外局番からおす。
※電話から聞こえる説明にしだがうこと
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体育科：「けがの防止と手当−学校や家庭、地域におけるけがの防止」小学校高学年

○　身の回りで起こる事故やけがを防ぐには、「危険に気付く」「正しい判断をして安全に行動する」
　「環境を安全に整える」ことが大切であることを理解する。
○　事故やけがを防ぐために必要な、的確な判断力を身に付ける。

１　ねらい

２　指導計画（４時間　展開例２／４）
　（1）身の回りで起こる事故やけがは、「人の行動」と「周囲の環境」が原因となっていることを理解する。
　（2）学校や家庭、地域などの身の回りで起こる事故やけがを防ぐには、「危険に気付く」「正しい判断をし

て安全に行動する」「環境を安全に整える」ことが大切であることを理解する。
　（3）交通事故や犯罪被害を防ぐには、「危険に気付く」「正しい判断をして安全に行動する」「環境を安全

に整える」ことが大切であることを理解する。
　（4）けがの悪化を防ぐためにできるだけ早く処置したり、近くの大人に知らせたりすることが大切である

ことを理解する。簡単なけがの手当の方法を理解し、手当ができるようにする。
３　展　開

４　評　価
○　それぞれの場面について、危険の予測をし、自分が正しいと思う「安全な行動のしかた」を考えたり、
「環境を整えるための工夫や備え」に気付いたりすることができたか。

○　身の回りで起こる事故やけがを防ぐには、「危険に気付く」「正しい判断をして安全に行動する」「環
境を安全に整える」ことが大切であることを理解できたか。

学習活動　　   ◇主な発問 教職員の支援等 　【資料】

１　提示した絵を見てどんな危険があるかを予測する
とともに事故やけがを防ぐ安全な行動の仕方を考え、
ワークシートに記入する。

廊下に水がこぼれている状況
　◇この絵はどんな場面ですか。また、どんな危険が

ありますか。
　◇危険を避けるにはどうしたらよいですか。

○　児童の発言を分類し、事故やけがを防ぐには、「危
険に気付く」「正しい判断をして安全に行動する」「環
境を安全に整える」ことが大切であることをおさえ
る。

○　様々な児童の意見を取り上げ、安全な行動は、１
つだけではないことを理解させる。

【ワークシート】

２　学習課題を知る。

３　「階段」の写真をもとに、かくれた危険を予測し、安
全を整えるための工夫を見つける。

　◇この図には、どのような危険がかくれていますか。
また、どのような事故やけがが予想されますか。

　◇事故やけがを防ぐためにどのような工夫がされていますか。
　・滑り落ちる
　・ぶつかる
　◇危険を避けるにはどうしたらよいですか。
　・走らない	 　・前を見て歩く

○　提示した写真の場所では、「どのような事故が起こり
そうか」「事故が起きないようにどのような工夫がされ
ているか」「けがを防ぐにはどのような行動をすべきか」
といった視点で話し合うようにする。

階段の滑り止めテープ
通行区分を示す線

〇　環境が整っていても行動によって危険が伴うことに気
付かせる。

４　災害が起きた時に備えて学校や家庭、地域では、事故
やけがなどの被害を防ぐためにどのような工夫や備えを
しているかを話し合う。

　◇写真を見て、危険から身を守るためにどのような
工夫をしているか話し合ってみましょう。

　（1）学校
　　・校舎の耐震補強
　　・モニタリングポスト
　（2）家庭
　　・突っ張り棒
　　・非常持ち出し袋
　（3）地域
　　・立ち入り禁止の看板
　　・避難所の案内
　◇その他の工夫や備えで、気が付いたものを出し合いましょう。

○　学校内及び地域の防災に対する工夫や備えの写真を各２〜３種類程度提示する。
○　危険が潜んでいる場所には何かしらのサインがあることを知らせ、そ

のサインに気付いて危険な目にあわないよう行動することを助言する。
○　家庭や地域では、危険を予測し、様々な工夫や備えをしていること

に気付くことができるよう資料を精選する。

地震で校舎がつぶれないように
原子力災害での放射線空間線量の急な上昇に気付くように

地震で家具が倒れてこないように
緊急の時にすぐ逃げられるように

がけからの落石事故にあわないように
災害時に身を守るために集合する、または帰宅困難者
が交通機関が回復するまで待機するために

５　学習をふりかえる。
　◇今日学習したことを、学習カードにまとめましょう。
　◇けがや事故を防ぐには、これからどのように生活しようと思いますか。

〇　事故やけがを防ぐためには「危険な場所に気付く」「正しい判断
をして安全に行動する」「環境を安全に整える」に気を付けて行動
しているか」について学習カードに記述している内容から確かめる。

　「危険に気付く」「正しい判断をして安全に行動する」「環境を安全に整える」ことに気を付けて、事故やけがを防ぐ
にはどうしたらよいか考えよう。
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けがの防止と手当
－学校や家庭、地域におけるけがの防止－

点線のわくの中に自分の考えなどを書きましょう。

（危険）

（けが）

①この絵には、どのような危険がかくれてい
ますか？

③この写真には、どのような危険がかくれて
いますか？また、どのような事故やけがが
予想されますか？

②危険を避けるにはどうしたらよいでしょうか？

④危険を避けるためにはどうしたらよいですか？⑤どのような工夫がされていますか？

「危険に気付く」「正しい判断をして安全に行動する」「環境を安全に整える」ことに
気を付けて、事故やけがを防ぐにはどうしたらよいか考えよう。

めあて

 　年　　組　　番　名前　　　　　　　　　　　　　
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◯

◯

◯

◯

◯

◯

⑥それぞれの写真には、危険から身を守るためにどのような工夫がされていますか？

⑦この他に、身の回りで工夫されていることはあり
ませんか？

⑧今日学習した中で、事故やけがを防ぐために大切にすることを３つ書きましょう。

⑨あなたは、事故やけがを防ぐには、これからどのように生活しようと思いますか？
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道　徳 :「よりよい社会の実現に向けて」中学校全学年

◯　身の回りの人々への配慮と思いやりの心をもち、進んでよりよい社会をつくっていこうとする態度を養う。
　　集団や社会とのかかわりに関すること　４−（２）【公徳心及び社会連帯】

１　ねらい

２　資　料
　「塩むすび」（ふくしま道徳教育資料集　第Ⅰ集　生きぬく・いのち）

３　主題設定の理由
　災害時は、自他の命を大切にするとともに、地域社会の一員として社会連帯の自覚をもって、積極的に人々
の役に立とうとする態度が大切である。このため、互いに迷惑をかけることのないような行動の仕方を身に付
けるとともに、他者に対する深い思いやりをもって、相手の立場を尊重しようとする心情を育てる必要がある。
　「塩むすび」は、東日本大震災による避難生活の中で、主人公である中学生が避難している方々のために朝
早くから炊き出しをするという体験をもとにした読み物資料である。主人公の行動や気持ちの変化に寄り添い
ながら、自分と集団とのかかわりについて考えさせることで、誰もが人と人との支え合いによって成り立って
いる社会の一員であることを理解させたい。そのうえで、自己の生活を振り返らせ、普段から身の回りの人々
への配慮と思いやりの心をもち、進んで社会とかかわっていく態度を養いたい。

４　展　開

５　評　価
　〇　よりよい社会の実現には、身の回りの人々への配慮や思いやりの心が必要だということについて考え

を深めることができたか。
　　（災害時こそ、自他の命を大切に考えるとともに、地域社会の一員として公徳心をもって地域の人々と

積極的にかかわることが大切であることに気付けたか。）

６　他の教育活動などとの関連
　（1）　生徒会活動、ボランティア活動などにおいて価値の自覚と実践化を図る。
　（2）　価値への関心や意識が継続するように、学級通信を活用する。

学習活動　　   ◇主な発問 教職員の支援等 　【資料】

１　過去の日本の災害で避難所となったところでは、
どんなことに困ったのかを話し合う。

　◇避難所では、どんなことに困っただろう。

○　東日本大震災における避難所の写真を見せ、当時
の状況を想起させ、様々な困難があったことに気付
かせる。（動画があれば、それを視聴させる。）

※　被災生徒の心情に配慮する。

２　資料「塩むすび」を読み、話し合う。
　◇避難所で、母に食事係を勧められたとき、「学校がは

じまるんだよ。忙しいんだからね。」と当たったのは、
どんな気持ちからだろう。

　◇みんなのアイディアで、温かい塩むすびとおみそ汁を
つくることになったとき、私はどんな心境だったろう。

　◇「ありがとう。おいしかったよ。」と言われたとき、私
はなぜ照れくさくてしかたなかったのだろう。

　◇おばさんたちのがんばりを見て「自分も何かしなくて
は」という気持ちになった私の姿から学んだことは何
ですか。

【ふくしま道徳教育資料集　第Ⅰ集　生きぬく・いのち】
○　頭ではわかっていても行為に移すのは難しいことに気

付かせる。

○　力を合わせてよりよく生活していこうとするみんなの
アイディアに対して、素直に賛同できない私の葛藤を理
解させる。

○　戸惑いながらはじめたことなのに人々に感謝され、う
れしく思っている私の心情の変化に気付かせることで、
多くの人々の善意や支えにより、日々の生活や現在の自
分があることに気付かせていく。

○　一人一人の生徒に「自分も社会の一員である」という
ことに気付かせる。

３　東日本大震災の時に、地域社会の一員として自分はど
のようなことをやったか、今後、このような災害時の時に、
自分たちに何ができるか、考えを交流させる。

○　自分自身を振り返らせたうえで、グループで考えや思い
を交流させ、身の回りの人々と助け合い励まし合って、よ
りよい社会をつくっていこうという思いをもたせていく。

４　教師の説話を聞く。 ○　震災の時に多くの人が行ったボランティアの様子を知
り、その思いについて考えさせる。
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塩
む
す
び　

に
ぎ
り
続
け
た　

手
が
赤
い

被
災
地
で　

心
に
し
み
る　

塩
む
す
び

　

や
っ
と
今
の
仕
事
に
慣
れ
て
き
た
私
は
、
心

の
中
で
賛
成
し
か
ね
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
避

難
所
に
い
る
人
々
の
先
の
健
康
を
考
え
る
と
他

に
思
い
つ
く
ア
イ
デ
ィ
ア
は
な
か
っ
た
。

　

結
局
、
こ
の
提
案
に
み
ん
な
が
賛
成
し
、
朝

の
集
合
時
間
を
早
め
て
、
炊た

き
た
て
の
ご
飯
で

お
に
ぎ
り
と
み
そ
汁
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。

眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
調
理
場
に
行
く
と
、

す
で
に
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
い
る
。
ご
飯
も
炊た

き

上
が
っ
て
い
た
。

　

塩
む
す
び
を
当
番
み
ん
な
で
、「
熱
い
、
熱
い
。」

と
言
い
な
が
ら
握に
ぎ

る
。
お
ば
さ
ん
た
ち
の
手
は
も
う
真ま

っ
赤か

だ
。
私
も
、
お
そ
る

お
そ
る
握
っ
て
み
る
。
形
は
悪
い
が
、
と
に
か
く
握
っ
た
。
七
十
人
が
二
個
ず
つ

食
べ
る
に
は
百
四
十
個
も
握
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。私
の
手
も
真
っ
赤
に
な
っ
た
。

　

驚お
ど
ろい
た
こ
と
に
、
お
に
ぎ
り
に
し
た
ら
毎
朝
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
自
分
か
ら

取
り
に
き
た
の
だ
。
塩
む
す
び
は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
に
も
人
気
が
あ
り
、

二
個
、
三
個
と
お
代
わ
り
を
す
る
人
も
増
え
て
き
た
。

　
「
あ
り
が
と
う
。
お
い
し
か
っ
た
よ
。」
と
言
わ
れ
た
私
は
、
照
れ
く
さ
く
て
し

か
た
が
な
か
っ
た
。

　

ご
飯
は
、い
つ
も
お
ば
さ
ん
た
ち
が
交
代
で
炊
い
て
く
れ
る
。
塩
加
減
も
抜ば
つ

群ぐ
ん

だ
。

ど
う
し
た
ら
あ
ん
な
に
早
く
握
れ
る
の
だ
ろ
う
。
私
が
一
個
握
る
う
ち
に
三
個
は

握
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
も
お
ば
さ
ん
た
ち
の
気
配
り

は
す
ご
い
。

　

塩
む
す
び
を
配
る
と
き
に
い
つ
も
明
る
く
、「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」
と
声
を

か
け
る
先
𥔎
さ
ん
。
片
付
け
の
手
際
が
い
い
高
橋
さ
ん
は
、
最
後
の
人
が
食
器
を

片
付
け
る
ま
で
待
っ
て
い
て
、
汚
れ
た
床
を
雑ぞ
う

巾き
ん

で
い
つ
も
丁て
い

寧ね
い

に
拭ふ

く
。
夜
に

布ふ

巾き
ん

を
干
し
て
い
る
の
も
知
ら
な
か
っ
た
。
大お
お

和わ

田だ

さ
ん
は
、
食
材
を
組
み
合
わ

せ
て
、
得
意
の
わ
さ
び
漬づ

け
を
振ふ

る
舞ま

っ
て
く
れ
る
。
お
ば
さ
ん
た
ち
の
頑が
ん

張ば

り

を
見
た
ら
自
分
も
何
か
し
な
く
て
は
と
い
う
気
に
な
っ
て
く
る
。

　

自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
世
界
で
、
初
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
温

か
い
塩
む
す
び
と
食
事
係
を
勧す
す

め
た
母
に
感
謝
だ
。
新
し
い
学
校
へ
の
不
安
と
期

待
は
あ
る
が
、
食
事
係
で
新
し
い
世
界
を
知
っ
た
私
の
よ
う
に
、
や
っ
て
み
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
っ
て
あ
る
は
ず
だ
。

　

私
は
温
か
い
塩
む
す
び
を
一
口
頬ほ
お

張ば

っ
た
。
口
の
中
に
広
が
る
お
米
の
甘あ
ま

み
と
優や
さ

し
い
塩
加
減
が
絶ぜ
つ

妙み
よ
うだ
。
何
よ

り
そ
の
温
か
さ
が
体
中
に
し
み
渡
る
。

そ
し
て
温
か
い
塩
む
す
び
に
感
謝
し
た

の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

あ
の
日
以
来
、
朝
の
残
菜
は
ほ
と
ん
ど

無
く
な
っ
た
の
だ
か
ら
。

　　
　
　
　
　

平
成
二
十
三
年
度
「
十
七
字
の
ふ
れ
あ
い
事
業
」
応
募
作
品
よ
り　

（「
教
材
作
成
委
員
会
」
作
成
）
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三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震し
ん

災さ
い

か
ら
二
か
月
、

避ひ

難な
ん

先
を
二
度
移
動
し
た
祖
母
と
母
、
私
の
三

人
は
、
Ｋ
市
に
あ
る
Ｙ
小
学
校
の
体
育
館
で
の

生
活
が
続
い
て
い
た
。
布ふ

団と
ん

が
敷し

き
詰つ

め
ら
れ

た
居
住
ス
ペ
ー
ス
は
、
相
変
わ
ら
ず
窮
き
ゆ
う

屈く
つ

だ
が
、

こ
こ
で
の
生
活
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
と

こ
ろ
だ
っ
た
。

　

こ
の
避
難
所
は
人
の
入
れ
替か

わ
り
が
激
し
い
。

新
た
に
で
き
た
仮
設
住
宅
へ
移
る
人
や
ア
パ
ー

ト
へ
転
居
す
る
人
、
県
外
へ
避
難
す
る
人
な
ど

様
々
で
あ
る
。
は
じ
め
は
百
二
十
人
程ほ
ど

い
た
人
々
も
今
で
は
七
十
人
程
度
で
あ
る
。

昼
間
は
仕
事
を
探
し
て
留
守
に
し
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
夕
方
に
な
る
と
戻も
ど

っ

て
く
る
。

　

避
難
生
活
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
支し

援え
ん

団
体
に
よ
る
生
活
の
支
援
が
あ
っ
た
が
、

徐じ
よ

々じ
よ

に
自
分
た
ち
で
仕
事
の
分
担
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
朝
の
ゴ
ミ
捨
て
、
掃そ
う

除じ

、
支
援
物
資
の
運う
ん

搬ぱ
ん

、
積
み
込こ

み
、
入
浴
施し

設せ
つ

の
清せ
い

掃そ
う

等
。
そ
れ
ら
の
中
で
な

ん
と
い
っ
て
も
大
変
な
の
は
、
一
日
三
回
の
食
事
の
準
備
だ
。
食
事
係
の
募ぼ

集し
ゆ
うが

呼
び
か
け
ら
れ
て
も
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
。
よ
う
や
く
食
事
係
が
決
ま
っ
て
も

人
の
入
れ
替
わ
り
が
激
し
か
っ
た
り
、
都
合
で
食
事
係
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
っ

た
り
で
、
食
事
の
時
間
は
混
乱
す
る
場
面
が
多
か
っ
た
。

　

転
校
先
の
中
学
校
が
決
ま
り
、
学
校
に
通
い
始
め
る
少
し
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

二
回
目
の
募
集
の
際
に
、
母
に
促う
な
がさ
れ
て
私
も
食
事
係
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
は
、
で
き
た
も
の
を
取
り
に
行
く
だ
け
で
、
片
付
け
だ
け
で
も
面め
ん

倒ど
う

く
さ
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
自
分
が
作
る
方
の
立
場
に
な
っ
た
の
だ
。
実

際
、
調
理
場
は
慌あ
わ

た
だ
し
い
。
栄
養
士
さ
ん
が
献こ
ん

立だ
て

と
分
量
を
決
め
る
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
食
材
を
切
っ
た
り
、
味
付
け
を
し
て
い
く
。
い
ざ
そ
の
一
員
に
な
る
と
知
ら

な
い
人
ば
か
り
だ
し
、
ど
う
動
い
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
私
は
思
わ
ず
母
に
、

「
学
校
が
始
ま
る
ん
だ
よ
。
忙い
そ
がし
い
ん
だ
か
ら
ね
。」

と
当
た
っ
て
い
た
。

　

食
事
係
に
な
っ
て
二
日
目
。
調
理
場
で
は
、
最
近
残
菜
が
目
立
っ
て
き
た
こ
と
が

話
題
に
な
っ
て
い
た
。
疲ひ

労ろ
う

が
た
ま
っ
て
体
力
も
落
ち
、
一
日
動
か
ず
に
過
ご
す
人

に
と
っ
て
は
、お
腹な
か

も
空す

か
な
い
ら
し
い
。
毎
日
の
食
事
の
量
は
、目
に
見
え
て
減
っ

て
い
っ
た
。
当
然
、
作
り
置
き
し
て
い
る
冷
た
い
ご
飯
は
、
そ
う
い
う
状
況
で
は
食

欲
を
そ
そ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

「
ず
い
ぶ
ん
せ
き
を
し
て
い
る
人
が
増
え
た
み
た
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
み
ん
な
の
健

康
が
心
配
だ
わ
。」

「
な
ん
と
か
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
食
事
を
提
供
す
る
方
法
は
な
い
も
の
か
し

ら
。」

「
あ
あ
。
早
く
避ひ

難な
ん

所
を
出
て
、
自
分
の
家
で
あ
っ
た
か
い
ご
飯
と
お
み
そ
汁
が
食

べ
た
い
な
。」

「
そ
う
ね
。
こ
こ
で
は
、
温
か
い
食
べ
物
が
何
よ
り
も
ご
ち
そ
う
よ
。」

「
明
日
の
朝
は
、
私
た
ち
で
温
か
い
ご
飯
と
お
み
そ
汁
を
出
し
ま
し
ょ
う
よ
。」

「
お
に
ぎ
り
な
ん
て
ど
う
か
し
ら
。
朝
早
い
か
ら
塩
む
す
び
。」

（
え
っ
、
も
っ
と
早
起
き
し
て
集
ま
る
の
。
し
か
も
塩
む
す
び
だ
な
ん
て
。
具
も
の

り
も
な
い
お
に
ぎ
り
な
ん
て
お
い
し
い
の
か
な
。）

塩
む
す
び
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技術・家庭科（家庭分野）：「福島発！我が家の防災グッズをつくろう」中学校全学年

◯　これからの家庭生活について、製作を通して学んだことをふり返ることで、自分や家族の生活をよ
りよくしようとする意欲をもつことができる。

１　ねらい

２　指導計画（10 時間　展開例10／10）
　（1）布を用いた防災グッズを考えよう	 （１時間）
　（2）防災グッズ製作の計画を立てよう	 （２時間）
　　　①自分がつくりたい防災グッズについてのプレゼンテーション
　　　②インターネットを用いての調べ学習
　　　③製作計画づくり
　（3）防災グッズを製作しよう	 （５時間）
　（4）防災グッズをグレードアップさせよう	 （１時間）
　　　①グレードアップのための話し合い
　　　②改良・補修製作
　（5）福島発！　防災グッズを紹介しよう	 （１時間）本時

３　展　開

４　評　価
　○　生活をよりよくすることを目指して、自分が生活で実践していきたいことをワークシートにまとめる

ことができたか。

５　その他
　　平成 24 年度福島県中学校教育研究協議会県北大会　技術・家庭科（家庭分野）

学習活動　　   ◇主な発問 教職員の支援等 　【資料】

１　本時の学習課題を把握する。
　防災グッズ製作をふり返ろう

○　本時の発表に使用するワークシート（自分の作品
を分かりやすく紹介するために、家庭でまとめてく
る）を確認させる。

２　製作品の紹介をする。
　（1）製作品の紹介
　　　・水上まくら	 ・防災ずきん
　　　・防災ずきんまくら	・防災リュック　
　　　・防災ずきんバック
　（2）自分の作品の説明
　　　・材料	 ・作り方
　　　・使い方	 ・工夫した点
　（3）感想の伝え合い

○　ジグソー学習の課題班毎に、製作した防災グッズ
の特徴について、パフォーマンスを交えたプレゼン
テーションをさせる。進行は生徒が行うなど、楽し
い雰囲気で作品紹介ができるようにする。

○　説明内容を明確にし、３〜４人のジグソー班で、
順番に製作品の説明をさせる。

○　友達の製作品のよさに気付かせたり、互いに称賛
したりすることで、製作品を家庭で活用しようとす
る実践意欲を高める。

３　製作活動をふり返る。
　（1）製作活動のふり返り
　　　・課題設定		 ・計画
　　　・製作	 ・改良	 ・発表
　（2）製作を通して学んだことの発表

　（3）自分や家族のより安心な生活を目指して、自分が生
活で実践していきたいことをワークシートに記入

○　製作活動をパワーポイントでふり返らせ、完成の喜び
を味わわせる。

○　考えを記入させたカードを黒板に貼り、意見を共有さ
せ、個々の思考の深化を図る。

○　家庭を想起させ、自分や家族がより安心できる生活を
目指し、これからの生活で自分が実践していきたいこと
をワークシートに記入させる。

４　本時のまとめをする。
　（1）自己評価
　（2）次時の学習の確認

○　これからも自分や家庭・地域の生活のために、主体的
に課題解決に取り組み、生活をよりよくしようとする意
見を取りあげる。
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防災グッズを紹介しよう
１作 品 紹 介 作 品 名

使 う 人

製 作 の 意 図

作 り 方
材 料 費

工 夫 し た
と こ ろ

２友だちの発表
を聞いた感想

３自分が生活の
中で実践して
いきたいこと

４自 己 評 価 生活をよりよくすることを目指して、自分が生活で実践してい
きたいことをワークシートにまとめることができたか。 Ａ　Ｂ　Ｃ

防災学習　ワークシート
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学級活動：「ボランティア活動などの社会参加」中学校２学年

１　ねらい

２　指導計画（１時間）
　（1）事前の指導
　　・災害に備え、自分の家庭で行っていることについて調べ、学級活動カードに記入する。
　（2）本時の指導
　　・災害後の暮らしについて、映像をもとに話し合うことで、備える習慣の必要性を感じさせるとともに、自らの生

活だけでなく、中学生として、ボランティアなど地域に貢献することの大切さを感じさせ、実践的な態度を養う。
　（3）事後の指導
　　・（一定期間後）各自が決めた「災害時の備え」の整備状況について報告し合う。

３　展　開

４　評　価
　○　災害時の備えを理解できたか。
　○　学校や地域の防災や災害時のボランティア活動の内容について理解を深め、進んで参加しようとする意識をもつことができたか。

５　その他
　（1）参考資料
　　・「福島県中学校防災教材」福島県教育委員会ＨＰ掲載写真・ＶＴＲ　H26.2

学習活動　　   ◇主な発問 教職員の支援等 　【資料】

１　災害をイメージさせる写真を提示し、災害が起こっ
た時の暮らしについて、どのような状況が起こり得
るか話し合う。

　◇災害時の暮らしはどうなるだろうか。
　・電気、ガス、水道などが使えなくなる。
　・道路や鉄道が寸断され、移動が制限される。
　災害後の暮らしをよりよくするために、中学生とし

て家庭や地域でどのようなことができるか考えよう。

○　身近で起こった災害により、ライフラインが使え
なくなったり、避難所での生活を余儀なくされたり
する場面を写真やＶＴＲを使って理解させ、切実感
をもたせる。　　　

【福島県中学校防災教材：写真・ＶＴＲ】

２　災害前、災害後の暮らしについて考える。
　◇家庭や地域における災害前、災害後の暮らしはど

のように変化するだろうか。
＜家庭＞
　・懐中電灯やロウソク、ラジオや電池の準備
　・飲料水や簡易トイレの準備
　・家族間での連絡先、集合場所の確認
　・災害用伝言ダイヤル 171 の活用　　    など
＜地域＞
　・避難所でのルールを厳守
　・避難所で災害時要援護者のサポート
　・小さな子どもやお年寄りの支援　　    など

○　ワークシートに、地域と家庭、発災前と発災後に
分けさせ、暮らしについてイメージさせ、グループ
で話し合わせる。

【ワークシート】
○　家族や自分を守るだけでなく、自分たちが助ける

側にもなれることに気付かせる。
【ワークシート】

３　災害時に中学生がボランティアの人たちと協力し
て活動した事例を紹介する。（ＶＴＲ）

　◇実際の災害時に、自分の身を守ることのほか、災
害後も含めて、中学生として何ができるだろうか。

　・中学生としてできることを話し合う。
　・災害前にできるボランティア
　・災害時にできるボランティア
　・災害後にできるボランティア

○　実際に中学生が行ったボランティアの事例を紹介
することで、話し合いで出なかった活動などに視野
を広げさせる。

【福島県中学校防災教材：ＶＴＲ】
○　中学生としてできるボランティアについて、グルー

プで話し合わせる。
【ワークシート】

４　本時の活動を通して学んだことを踏まえ、次の点
について自分の考えをまとめる。

　◇自分の家庭において「災害時の備え」として行わ
なくてはならないことを確認しよう。

　◇災害が発生した際、地域や社会の一員として何が
できるかまとめよう。

○　本時のまとめとして、災害時を踏まえ、災害時に
おける事前の準備と災害後、社会の一員として、中
学生の立場で　ボランティア活動に取り組む心構え
について日頃から考えておくことが大事であること
に気付かせる。

【ワークシート】

○　災害への備えの重要性について理解させ、日ごろから進んで災害に対して備えようとする態度を養う。
○　学校や地域の防災や災害時のボランティア活動の大切さについて理解を深めさせ、進んで参加しよ

うとする実践的な態度を養う。
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ボランティア活動などの社会参加

災害前にすること 災害後にすること

家　庭

地　域

災害前

災害時

災害後

防災学習　ワークシート

◇災害前、災害後の暮らしについて考えてみよう。

◇自分たちが助ける側にたったとき、何ができるだろうか。

◇災害時、社会の一員としての役割はなんだろうか。

◇災害前、災害時、災害後中学生としてできるボランティアは何があるだろうか。

 　年　　組　　番　名前　　　　　　　　　　　　　

ボランテ
ィア
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理科：「自然の恵みと災害」　　中学校３学年

○　自然がもたらすさまざまな恵みや災害を調べ、自然の変化の特徴を理解し、自然を多面的、総合的
にとらえ、自然と人間のかかわり方について考えることができる。

○　自然から受けるさまざまな恵みと地域の自然災害や地球規模の自然災害の様子を調べることを通して、
過去の災害についての理解を深めることができる。

○　広く情報を収集してさまざまな視点から地域で起こりうる自然災害に対する対策を考えることができる。

１　ねらい

２　指導計画（３時間　展開例３／３）
　（1）活動する大地〜地震・火山災害〜	 （１時間）
　（2）気候の特徴と自然災害〜気象災害〜	 （１時間）
　（3）自然の恵みと災害の調査〜防災対策〜	 （１時間）本時
３　展　開

４　評　価
　地域にもたらされている自然の恵みや地域で起こりやすい自然災害を理解し、予想される自然災害に対
する対策を考えることができたか。
５　その他
　（1）ワークシート（別紙）
　（2）参考資料
　　・ＤＶＤ「津波に備える」（気象庁  H25.5）
　　・ＤＶＤ「急な大雨・雷・竜巻から身を守る」（気象庁  H25.5）

学習活動　　   ◇主な発問 教職員の支援等 　【資料】

１　福島県の自然の恵みについて考え、発表する。
 　◇福島県の自然の素晴らしさや利点は何だろうか。
　・自然が豊かである。
　・山や海、湖沼が美しい。
　・温泉がある。
　・果物の生産が全国の上位である。など

○　ワークシートを配付する。
○　自然の恵みについて、福島県ならではの素晴らし

さや利点を、たくさん挙げさせる。
○　素晴らしい自然に恵まれている反面、自然災害も身近

にあることに気付かせ、その危険について振り返らせる。
○　地震、津波、火山の噴火などの災害により、住居

を失ったり、人命が失われたりすることについて触
れる。	 【本誌　P.24 〜 P.35】

２　身近な自然災害（雷、洪水、竜巻、台風、地震、津
波など）について、予想される危険を考え、発表する。

　◇自然災害が起きたら、どのような危険が予想されるだろうか。
　・落雷により、人命が失われることがある。
　・洪水により、住居や人命等が失われることがある。
　・竜巻により、巻き上げられた物でケガを負ったり、

家が破損したりすることがある。
　・台風により、農作物が被害を受けたり、家屋が被害

を受けたりすることがある。
　・地震により、建物が崩壊したり、ブロック塀が倒れたりする。
　・津波により、沿岸部や河川では堤防が決壊し甚大な被害が起きる。

○　取り上げる自然災害については、生徒の住む地域
で起きやすかったり、あるいは過去に起こったりし
たことのある災害の中から選択できるようにする。

○　予想される危険については、前時までの既習内容
から振り返ることができるようにする。

○　生徒の実態を把握し、扱う自然災害の種類を考慮
する。

○　ワークシートの（　）の中には、地域の実態によ
り予想される災害を記入する。例　噴火、雪害など

３　２で取り上げた自然災害が起きた時の身の守り方
について考え、グループごとに話し合う。

　◇自然災害が起きたら、どのように身を守ればよい
のだろうか。

　・海岸や河川から遠ざかり、高台に避難する。
　・行政の避難勧告などに注意する。
　・テレビやラジオ、インターネットで最新の情報を

集める。

○　ワークシートにある自然災害別のグループをつくり話し合う。
○　自然災害が起きた時の場所（登下校中、学校、自宅）

によっても対応が異なることに気付かせ、多様な場
面を想定して考えることができるようにする。

○　グループごとに発表させ、出された意見を整理する
とともに、足りない部分については教師が補足する。

○　自然災害が起きたときには、状況に応じて的確な判
断の下に行動することが大切であることを強調する。

４　自分たちの住む地域で、普段から災害に備えて行
うべき対策について考え、発表する。

　◇普段からどのような防災対策を行えばよいのだろうか。
　・行政が発行したハザードマップなどで身近な危険

箇所を確認する。
　・家や学校の近くの危険箇所を知っておく。
　・自然災害が起きたときに避難する場所や連絡する

方法を、家族で話し合っておく。
　・避難場所で手伝うなどの社会貢献を行う。

○　ＤＶＤを視聴させ、一般的な備えや先進的な取組
を紹介する。その後、自分たちの地域でできること
を考えさせる。

　【ＤＶＤ「津波に備える」（気象庁  H25.5）】や【Ｄ
ＶＤ「急な大雨・雷・竜巻から身を守る」（気象庁　
H25.5）】など

＊　行政が発行したハザードマップの活用
＊　地域や学校周辺の地形図の活用
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自然の恵みと災害
防災学習　ワークシート

◯福島県の自然の素晴らしさや利点は何だろう。

◯身近な自然災害を選び、その危険と身の守り方につて考えよう。

◯あなたにできる防災対策は何だろう。

 　年　　組　　番　名前　　　　　　　　　　　　　

自然災害 予想される危険 どのように身を守ればよいか

◦雷
◦洪水
◦竜巻
◦台風
◦地震
◦津波
（　　　　）

◇災害発生以前は？

◇災害発生後は？

※被災した場所（登下校中、学校、自宅）
によって、どう対処すればよいか考える。


